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共通分々解が成立つ環に就いて II.

森新治郎

（昭和・18年 5月 4日受附）

同じ標題の前害(1)に於て，著者はイデヤJVの共通分々解が成立する充分條

件として，次の二條件を學げた。

I'. 素イデヤJVの連鎖 P1C P2こ…の有限性。

II. イデヤ JV商の連鎖 aC a : 01 C a : b沖2こ…の有限性。

而して上の面條件が必要條件であることをも論じた炉夏に上の二條件が獨立

であるか，否かを明にしようと努めたが，未だ徹底的な解決には逹してゐな

い。この目的の為に，某本の環 3は蹴位元素を有するとし，條件 I'を次の

やうな條件 Iで置き換へ，

L 素イデヤJVの連鎖柘Cp2C…c3は高々 aJ十1なる順序型を有する。

換言すれば， Pを 3 と違った素イデヤJVとするとき，素イデヤJVの連鎖

柘ClJ2C…Cpは有限で終る。

この新しい條件 Iと條件 IIとから， 3に於てイデヤJVの共通分々解の成立

を證明するのが本論の目的である。素イデヤJVの連鎖が，更に複維なる順序

型を持つ場合に就いては，他日諭ずる。斯くして條件 IIのみを椴定すれば，

共通分々解が可能であることを，明にし得ると豫想してゐる。

本論に於て共通分々解と言へば，常に強準素イデヤJVに由る共通分々解を

示すものとする。
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豫備定理

目的の主要定理を證明するために，先づ某本の環 3は可換で，箪位元素を

持ち，且つ次の二條件を満足するとして，その諧性質を考察することが必要

である。

條件 IPを 3とは違つた索イデャ）Vとすれば，素イデャルの連鎖 Piこ

恥こ••• こPは有限で終る。
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